










The future society will have more and more issues to be solved at the international level. In order to deal with such 
a society, Kindergarten and Elementary School education is required to teach logical thinking. This paper shows the 
direction of systematization of teaching logical thinking from Kindergarten to Elementary School. The development 
of logical thinking is deeply related to the development of languages. And languages develop greatly during the period 
from Kindergarten to Elementary School. However, the connective teaching for languages between Kindergarten and 
Elementary School has not been effectively implemented. Therefore, we will propose how to teach for languages that 
connect between Kindergarten “Childcare contents- Words” and Elementary School “Japanese Language”.
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Teaching methods of logical thinking by connection between Kindergarten 





























































































































































ている（平成 20年度「幼児教育実施調査」文部科学省）。／一方，平成 21年 11月に文部科学省が実施し
た都道府県・市町村教育委員会に対する調査では，


























































































































































































































































































































































































ⅱ ）  400字詰め原稿用紙（20字×20行）を，「はじめ」２行，「なか１」７行，「な
か２」７行，「まとめ」２行，「むすび」２行の赤線で区切らせる。小学
校低学年は「むすび」は空欄とする。
ⅲ ）赤線で区切った一枠を一段落とし，四段落の文章を書かせる。各段落
の初めの一マスを空けるよう指導する。
ⅳ ）一つの段落には一つのキーワードを入れて書かせる。この繰り返しの
指導により，一段落一事項の分かりやすい文章が書けるようになる。 図１　原稿用紙の区切り方
幼稚園「保育内容（言葉）」と小学校「国語科」を接続させた論理的思考力の育成
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ⅴ ）「なか１」「なか２」の具体例は，日時・個数・色・形などの事実を記述させる。行が余ったら，余計
なことを書かずそのまま空欄にさせる。
ⅵ）作品例　　　（はじめ）　動物えんにえん足に行きました。 （以下１行空欄）
　　　　　　（なか１）　キリンを見ました。きりんはくびが長くて，
　　　　　　　　　　高い木のえだについているはっぱをむしゃむ
　　　　　　　　　　しゃ食べていました。足もぼくのせより高か
　　　　　　　　　　ったです。 （以下３行空欄）
　　　　　　（なか２）　ゾウを見ました。足がまるたんぼうのよう
　　　　　　　　　　にふとかったです。耳がぼくのかおより大き
　　　　　　　　　　かったです。大きなうんちもしていました。 （以下４行空欄）
　　　　　　（まとめ）　キリンもゾウも近くで見ると思っていたよ
　　　　　　　　　　りずっと大きくて，びっくりしました。
７．おわりに
論理的思考力は社会性の発達及び言葉の発達と深く関わっており，論理的思考力を育成するためには，「二
次的ことば」への移行の指導が不可欠である。生後まもなく始まる「一次的ことば」に比べて「二次的こと
ば」の指導は周囲の大人に見逃されがちであり，学習者の困難への理解および指導の手立てが不十分である。
今後，「一次的ことば」から「二次的ことば」に移行する段階で子どもがつまずく観点を明確にし，幼稚園
「保育内容（言葉）」と小学校「国語科」を接続して，段階的に楽しく指導できる系統的な言葉の教育課程お
よび教材を工夫することによって，論理的思考力を効果的に育成することができる。
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